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会員及び当協会をご支援くださる皆様には、
益々ご壮健にてご活躍の事と拝察、お慶び申し
上げますとともに、当協会の動物福祉事業に対
する、常日頃の温かいご理解とご協力に心から
感謝申し上げます。
2025年度は、当協会の目的であります動物福

祉活動において、対象動物や分野を、愛玩動物
にとどまらず、産業動物や展示動物等へと一層
拡大しました。あわせて、多発する多頭飼育問
題や動物虐待事案、そして急増する訪日外国人
からの飼養環境改善要求に対応すべく、現場視
察に基づく実践的な助言や行政・政治への働き
掛けにより解決に注力いたしました。また、こ
れまでに培ってきたノウハウや国内外の最新知
見については、教育研修や各種イベント等を通
じて社会に普及・還元させるとともに、海外姉
妹団体を通じて、本邦の動物福祉の改善を海外
に発信しました。
当協会の動物福祉事業における大きな柱であ

ります不妊去勢手術の助成事業ですが、各支部
における定型助成の他、一般や全国会員（支部
管轄地域を除く）を対象として再編した「JAWS
不妊去勢手術助成事業」を実施した結果、不妊
去勢手術助成対象総頭数は本部700頭、支部
1,800頭、計2,500頭余りとなりました。
また、人と動物のワンウェルフェアの観点か

ら、現地行政と連携し、多頭飼育崩壊現場にお
ける人と動物の福祉の改善及び公衆衛生の確保
を一体的・総合的に支援する事案にも積極的に
取り組むなど、動物虐待事案への対応や保護・
譲渡活動に注力いたしました。
一方、啓発活動といたしましては、収容さ

れた動物の適切な飼養管理を取扱う「シェル
ター・メディスン・セミナー」や一般市民を対
象にした「動物福祉市民講座」、そして昨今の地

震等の災害の増加を受け「動物災害対策研修会」
を主催するとともに、英国王立動物虐待防止協
会による動物福祉先進国の動物虐待対応動向や
次世代の子どもへの生命尊重教育のノウハウ等
をテーマとしたセミナーを開催いたしました。
また、日本獣医生命科学大学と共同開設いたし
ました「シェルターメディスン社会連携講座」を
継続し、将来を担う若い動物医療専門家・関係
者に対し動物福祉の概念を浸透させることがで
きました。
さらに、恒例の「動物愛護の作文コンテスト」
も第66回を数え、小中学生の皆さんから多数の
応募をいただき、20名が受賞いたしました。若
い世代の動物福祉活動への関心を高めること
は、私共の重要な課題かつ責務と考えており、
更に充実させていくべきイベントとして位置付
けております。
当協会の活動は、全て皆様からの会費と一般
の方々や企業の社会貢献としてのご寄付によっ
て支えられております。当協会といたしまして
は、いただきました資金を基に、引き続き日本
の動物福祉の質向上に資するべく、鋭意尽力い
たす所存でございますので、今後とも宜しくご
理解、ご支援の程をお願い申し上げます。
皆様のご健勝とご活躍をお祈りしつつ、2025
年度の活動状況報告といたします。

令和７年度（2025年度）の活動状況報告

理事長　黒川　光隆
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Ⅰ動物福祉活動  犬・猫の不妊去勢手術の推進など

動物虐待防止への対応
◆警察庁　動物虐待統計
　警察庁より発表された令和７年の動物虐待事犯の検
挙事件数は172事件と、前年より12事件（7.5％）増加
し、依然として高水準で推移しています。（令和８年
３月警察庁発表「令和７年における生活経済事犯の検
挙状況等について」より）

過去10年間における動物虐待事犯の検挙事件数の推移
分類 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

検挙事件数
（単位：事件） 62 68 84 105 102 170 166 181 160 172

㊟：�愛護動物を殺傷するなどの動物愛護管理法第44条違反に係る
事犯

◆当協会への動物相談について
　当協会には、犬猫などの家庭動物に加え、馬、カメ
等の爬虫類やカピバラ、コツメカワウソなどの展示野
生動物に至るまで、多様な動物種に関する飼養管理等
の相談が寄せられています。相談対象となる飼養者
（不適切な飼養管理や虐待が疑われる関係者）も、一般
の飼い主に限らず、動物カフェ、動物園・水族館、学
校飼育動物の管理者など多岐にわたっており、近年
はSNS上の動画に関する相談も増加傾向にあります。
SNS上の事案については、必要に応じて警察への通報
を案内しています。
　動物虐待や不適切な飼養管理に関する相談について
は、東京都近郊や支部所在地域など対応可能な範囲に
おいて、情報提供を基に現地確認を行い、事実関係の
把握に努めています。その結果、不適切な飼養管理が
確認された場合や現地確認が困難な場合には、指導権
限を有する動物愛護管理行政に対し、現地調査および
指導を依頼しています。
　しかしながら、同一事案について継続的に相談が寄
せられるケースも少なくなく、行政対応の実効性に課
題があると考えられます。長期間にわたり不適切な飼
養管理が継続している事例は、虐待に該当する可能性
も指摘されており、より踏み込んだ対応が求められま
す。一方で、行政が既に関与している事案については、
警察の対応が限定的となる場合もあり、必要な措置に
つながらないケースも見受けられます。
　このため、動物愛護管理行政による一層の適切かつ
迅速な対応とともに、警察との連携強化が重要です。
不適切な飼養管理や動物虐待を完全に防止することは

容易ではありませんが、被害の拡大を防ぐためには、
早期発見と迅速な対応の徹底が不可欠であると考えら
れます。

◆SNS上の虐待動画への対応について
　SNS上で動物虐待が疑われる動画を確認した場合に
は、動画URLやアカウント情報、スクリーンショット、
動画データ等の証拠を可能な限り保存した上で、警察
への通報を行うとともに、投稿先プラットフォームへ
の報告を行っています。警察は、動画が削除されてい
る場合であっても、運営側への照会により投稿記録や
ログ等を基に発信者の特定や事実確認を進めることが
可能とされています。
　そのため、動画が削除されている場合であっても、あ
きらめずに通報することが重要であると考えられます。

◆多頭飼育問題について
　多頭飼育問題は依然として多数発生しており、その
背景や飼い主の状況も多様であることから、対応に苦
慮するケースが多く見られます。近年では、第２種動
物取扱業に該当する飼養形態においても、多頭飼育が
動物虐待として検挙される事例が増加しています。
　本年度の事例として、栃木県足利市において、
NPO法人が「動物の愛護及び管理に関する法律第44
条違反」で告発した猫保護団体（第２種動物取扱業）の
現場では、60頭以上の猫が劣悪な環境下で飼養され
ていました。具体的には、電気の供給が停止し外気
温とほぼ同様の環境であったこと、糞尿の処理がな
されていないことによる著しい悪臭・不衛生な状態、
さらに猫免疫不全ウイルス（FIV）や猫白血病ウイルス
（FeLV）、猫風邪の蔓延、削痩などが確認されました。
当協会では状態の悪い13頭（うち１頭は当日死亡）を
保護しましたが、多くの個体でウイルス感染や重度の
貧血が認められ、譲渡までに長期間を要する、あるい
は終生飼養が必要となる可能性が高い状況です。加え
て、継続的な治療が必要であり、医療費の負担も大き
な課題となっています。
　多頭飼育現場から保護される動物には、健康状態に
問題を抱える個体が多く見られます。特に近親交配が
行われている場合には、遺伝性疾患や先天性異常のリ
スクが高く、適切な譲渡先を見つけるまでに長期間を
要する傾向があります。また、人に馴れていない個体
や、犬においては攻撃性が見られる個体も存在し、対
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応には専門的な知識と時間を要します。
　このような状況を踏まえると、問題の深刻化を防ぐた
めには早期発見・早期対応が極めて重要です。具体的
には、不妊去勢手術の実施および飼養頭数の適正化が
不可欠であり、これらの対応は飼い主任せとするのでは
なく、早期に対応可能な関係機関等と連携しながら進
めていく必要があります。そのためには、平時からの協
力体制の構築が重要です。さらに、実際の事案発生時
には、動物愛護管理行政が主体的に関与し、適切にイ
ニシアティブを取ることが重要であると考えられます。

◆学校飼育動物について
　学校で飼育される動物については、毎年、劣悪な飼
養環境やネグレクトの報告があり、長期休暇中の世話
不足や災害時対応、教職員の知識不足や負担の増大な
ど、多くの課題が指摘されています。特にコロナ禍以
降は、休校時の管理体制の不備が顕在化し、適正飼養
が十分に行われていない実態が明らかになりました。本
来、動物を介した情操教育は適切な飼養が前提ですが、
それが守られていない場合には教育効果が得られない
ばかりか、児童に悪影響を及ぼす可能性もあります。
　また、学校飼育動物においては、所有者、すなわち
責任の所在が明確でないという問題もあります。教職
員の異動や役割分担の曖昧さにより、誰が継続的に責
任を持って管理するのかが不明確になりやすく、その
結果、適切な飼養管理が十分に行われないケースが見
受けられます。
　さらに、学校という閉鎖的な環境においては、飼養
管理の不適切な状況が外部から把握されにくく、問題
が顕在化しにくい構造的な課題も存在します。こうし
た事情により対応が遅れ、改善が不十分なまま状況が
継続する事例も懸念されます。また、学校や教育委員
会においては、動物虐待や不適切飼養に対する認識が
必ずしも十分とは言えず、問題の早期発見や適切な対
応が遅れる要因となっている可能性も指摘されます。
　加えて、動物愛護管理行政に相談がなされた場合で
あっても、必ずしも十分な対応につながらないケース
があることも課題の一つと考えられます。
　また、予算の制約により、動物が疾病や負傷をした
場合でも動物病院への受診が適切に行えないケースが
あり、必要な治療が遅れることで動物の健康・生命に
影響を及ぼす可能性も指摘されています。
　こうした状況にもかかわらず、「小学校学習指導要
領」では依然として動物飼育が必須とされており、現
場との乖離が生じています。
　そのため、学校飼育動物は必須とするのではなく、

十分な飼養管理体制が整っている学校のみが選択的に
実施できる仕組みへ見直す必要があります。また、情
操教育の手段としては必ずしも実際の動物に限る必要
はなく、人形や教育プログラムなどの代替手法でも同
様の効果が期待できるとされています。今後は、動物
介在教育に限定せず、生命尊重教育としてその在り方
を再検討することが求められます。

◆展示動物及びペットとして飼養される野生動物について
　環境省では現在、「動物取扱業者における犬猫以外
の哺乳類の飼養管理基準」の策定が進められており、
来年度の運用開始が見込まれています。その中で動物
との接触展示については、特に幼齢個体や野生動物に
おいて、動物福祉および公衆衛生の観点から厳格な制
限が必要です。幼齢個体は発達段階にありストレスや
健康リスクが高く、母子関係や行動発達への影響も大
きいため、原則として接触展示は制限または禁止すべ
きです。また、野生動物は人との接触に適応しておら
ず、強いストレスや人獣共通感染症のリスクがあるこ
とから、より慎重な取扱いが求められます。
　さらに、野生動物カフェにおいては、動物福祉上の
課題に加え、薬剤耐性菌を含む公衆衛生上のリスクも
指摘されており、不特定多数が動物と接触する業態と
して、規制強化および行政による実態調査、基準整備
が必要です。
　適切な飼養管理のためには、動物の種類や頭数、業
務内容に応じた十分な人員配置と常時監督体制の確保
が不可欠です。また、飼養環境についても動物の生態
や行動に配慮した十分な空間および環境エンリッチメ
ントを整備し、異常行動の発現防止対策と健康管理の
徹底が求められます。
　さらに、本基準においては、猿回し等の演芸におけ
る動物の取扱いについても明確に位置付ける必要があ
ります。特に夏季の屋外環境では熱中症等の健康リス
クが高まることから、動物の使用は原則禁止又は厳格
に制限すべきであり、動物の健康及び福祉を最優先と
した運用を義務付けることが求められます。
　加えて、野生動物カフェとは別に、一般の人が野生
動物をペットとして飼養することについても、動物福
祉上の課題に加え、公衆衛生および外来生物問題の観
点からリスクが指摘されています。このため、ペット
として飼養可能な野生動物種の制限など、入口規制の
強化が求められます。特に霊長類については、飼養の
難しさや感染症リスクを踏まえ、原則禁止を含む厳格
な規制が必要です。
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◆畜産動物について
　WOAH（世界動物衛生機関）は、令和７年５月の
総会において、国際基準である「陸生動物衛生規範
（Terrestrial Code）」第7.1章「アニマルウェルフェア
（以下、AW）への勧告の序論」を改定し、従来の「５つ
の自由」に加え、「５つの領域」の考え方を明確に位置
付けました。これは、科学的知見の進展を踏まえ、「飢
えや痛みからの自由」といった「ネガティブな状態」の
回避にとどまらず、「ポジティブな経験」を含む良好な
状態の実現を評価・促進する方向へと発展させるもの
です。この改定により、AWの国際基準は、「不必要
な苦痛を避ける」段階から「より良い状態を積極的に実
現する」段階へと進展しているといえます。
　日本においては、令和３年以降、農林水産省が「AW
に関する意見交換会」（いわゆるステークホルダーミー
ティング）を定期的に開催し、令和５年７月には「畜種
ごとの飼養管理に関する技術的指針」「家畜の農場内に
おける安楽死に関する技術的指針」「家畜の輸送に関す
る技術的指針」を策定し、周知と実行が図られていま
す。しかしながら、世界におけるAWの急速な進展と
比較すると、その成果は必ずしも明確とは言えず、実
際の改善状況を客観的に評価することは容易ではない
状況にあります。
　その要因の一つとして、消費者におけるAWへの理
解が十分に浸透していないことが挙げられますが、こ
れを理由に畜産現場での配慮が後退してよいものでは
ありません。畜産動物は動物の愛護及び管理に関する
法律において愛護動物として位置付けられているにも
かかわらず、現場では経済動物としての側面が強調さ
れ、「感受性のある存在」としての認識が十分でないと
いう課題も指摘されます。
　経済性とAWの両立を図るためには、科学的知見に
基づく継続的な評価と政策形成が不可欠です。このた
め、農林水産省に科学諮問委員会（サイエンスコミッ
ティ）を設置し、最新の研究成果に基づく評価の更新
と政策検討を行う体制の構築が必要です。あわせて、
欧米の制度を単純に踏襲するのではなく、日本の実情
に即したAW推進方策を検討するとともに、持続可能
な生産体制や経済性との両立、災害時対応、消費者理
解の促進などについて、社会情勢の変化にも対応でき
る体制整備が求められます。
　さらに、経済動物の最終段階であると畜場における
AWの確保も極めて重要です。係留所での長時間の絶
水・絶食の有無や、適切に意識消失を確認した上での
と畜の実施など、全国的に十分とは言えない課題が存
在し、動物福祉の観点から重要な論点となっています。

しかし、と畜場は厚生労働省の所管であるため、縦割
り行政の影響により一体的なAW推進が十分に行われ
ていない側面があると考えられます。今後はこの点に
も十分に配慮し、省庁横断的な連携のもとで改善を
図っていく必要があります。

◆「動物の愛護及び管理に関する法律」の改正・運用について
　法改正は当初今年度中に予定されていましたが、政
治状況により来年度へ延期されています。
　現行制度では、警察や行政の対応は捜査や指導等に
とどまり、緊急時に動物を迅速に保護するための明確
な法的枠組みが十分に整備されていません。その結
果、生命や健康に重大な危険が及ぶ事例が生じている
ことから、所有権を維持したまま行政等が速やかに保
護できる「緊急一時保護制度」の創設が求められます。
また、現行法では、虐待により有罪となった飼い主で
あっても所有権を有する限り動物が返還される可能性
があり、動物保護の観点から課題が残されています。
このため、虐待を行った者による当該動物の飼養を禁
止できる規定の新設が必要です。
　これらの課題の解決に向け、引き続き強く要望を行
うとともに、関係議員への働きかけ等を通じた政策提
言活動を来年度も展開してまいります。
　法律の運用は、法改正と同様に極めて重要であると
考えられます。動物虐待およびその疑いへの対応は、
警察に加え、「動物の愛護及び管理に関する法律」（以
下、動物愛護管理法）に基づき権限を有する動物愛護
管理行政が担っており、その多くは行政獣医師によっ
て対応されています。しかしながら、動物関連相談へ
の対応には自治体間で差が見られ、対応のばらつきが
課題となっています。例えば、多頭飼育問題について
は、虐待が疑われる場合であっても動物愛護管理行政
に通報されることが多く、その際、助言・指導にとど
まり十分な対応がなされないまま長期間経過し、事態
が深刻化した後に第三者の通報により警察案件となる
ケースも見受けられます。環境省の「多頭飼育対策ガ
イドライン」では関係部署・関係機関との連携の重要
性が示されていますが、警察や福祉部局との連携が
十分に機能していない事例も存在します。一方で、積
極的な連携により事案の解決に至っている自治体もあ
り、対応の差が顕在化しています。さらに、警察が介
入する動物虐待事案においては、保護された動物の一
時的な預かり先の確保が大きな課題となります。本来、
行政施設がその受け皿として重要な役割を担うことが
期待されますが、実際には受入れを拒否する自治体も
見受けられます。このような場合、行き場を失った動
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物の対応は民間団体に委ねられることも少なくありま
せん。しかし、重度の傷病を負った個体や攻撃性など
の問題行動を有し譲渡が困難な個体についてまで、民
間に依存する体制が適切であるかは大きな課題です。
　動物に関する事案については、対応の限界を理由に
消極的となるのではなく、関係機関と連携しながら解
決に向けた方策を検討・実践する積極的な姿勢が求め
られます。こうした点は、法改正やガイドラインの整
備のみでは十分に担保されるものではなく、現行制度
の下でも対応可能な事案は少なくありません。対応の
質が担当者の知識や意識に左右されないよう、体制の
底上げが必要です。
　動物愛護管理法において、動物愛護管理行政には重
要な役割が期待されており、その中核を担う行政獣医
師には専門的知見に基づく判断と対応が求められま
す。公務員としての職務に加え、獣医師としての専門
性を踏まえた適切な対応を行うことが、行政に対する
国民の信頼の確保につながるものと考えられます。

◆環境省　統計
　環境省の統計資料によると、令和６年度における全
国の犬猫の引取り数および処分数は、前年度に引き続
き減少傾向にあり、犬猫の殺処分数は6,830頭と初め
て１万頭を下回った昨年度よりさらに減少しました。
引取り総数も、昨年度を下回り39,409頭となってい
ます。一方で、この数字の裏側には、行政による引取
り対応の消極化や引取り拒否の増加、民間保護団体等
への過度な負担の集中、行政施設における長期収容と
いった課題も懸念されます。これらは統計上には直接
表れにくいものの、現場においては依然として重要な
問題として存在していると考えられます。

令和６年度全国統計（昨年度数値）
引取り数 処分数

成熟個体 幼齢個体 返還・譲渡 殺処分

犬 14,372
（15,827）

3,027
（3,523）

15,427
（17,338）

1,964
（2,118）

猫 9,238
（9,022）

12,772
（16,202）

17,079
（18,386）

4,866
（6,899）

合計 23,610
（24,851）

15,799
（19,725）

32,506
（35,764）

6,830
（9,017）

㊟：幼齢の個体は主に離乳していない個体を示す。
引取り数の所有者不明の成熟個体には、狂犬病予防法に基づく
抑留が含まれる。
引取り数の所有者不明には、一部、県・市条例に基づく収容を
含む。
殺処分数には、幼齢個体などの保管中の病気等による自然死も
含まれる。
成熟個体と幼齢の個体を区別していない自治体にあっては、成
熟個体に計上している。

日本動物福祉団体UK（AWJ）について
　昨年度に引き続き、今年度も英国の姉妹団体AWJ
（旧JAWS UK）を通じて、国内外に在住する方々から、
展示施設における飼養環境や動物の状態に関する相談
が複数寄せられ、対応を行いました。
　中でも、市川市動植物園のニホンザル「パンチ」に関
する相談が特に多く寄せられました。感情的な意見に
左右されることなく、サル山の飼養環境や環境エン
リッチメントの充実など、動物福祉の観点からの課題
について整理し、公益社団法人日本動物園水族館協会
へ連絡のうえ、対応をお願いしました。

「動物との共生を考える連絡会」の
幹事団体としての活動
　「動物との共生を考える連絡会」（以下「動共連」）
は、主に動物カフェや動物園等における飼育野生動
物の福祉向上を目的として、議員へのロビー活動を
展開しました。また、英国の展示動物福祉団体（Wild 
Welfare）と協働し、９月27日には日本獣医生命科学
大学において「野生動物の飼養管理の現状と課題」を
テーマとしたシンポジウムを開催しました。
　さらに、同団体と協働で実施した「野生動物カフェ
に関する意識調査」（回答数1,007件）の概要は以下の
とおりです。

【調査結果の概要】
　野生動物カフェにおいては、フクロウ、ハリネズミ、
カワウソ、ミーアキャット等の多様な野生動物種と来
店者が直接触れ合う形態が一般的であり、なでる、抱
く、給餌、撮影等の体験が提供されている。
　一方で、来店者の２割以上が動物による咬傷等の怪
我を経験していることが示されており、動物との直接
接触を特徴とする営業形態に起因するリスクの存在が
うかがえる。
　また、公衆衛生面においては、サルモネラ、レプト
スピラ、ウシ型結核菌（Mycobacterium bovis）等の
人獣共通感染症のリスクが指摘される動物種の取り扱
いが含まれている。多くの施設で手洗い・消毒設備や
接触方法の指導が行われているものの、利用者の一定
数は衛生管理の認識が十分でない、または懸念を抱い
ている状況も確認されている。
　これらの結果から、動物の複雑な生態・行動特性と
カフェという飼養環境との適合性には課題があり、常
時接触による動物福祉上のストレスや、人獣共通感染
症および怪我等の安全上のリスクが生じる可能性が示
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唆される。また、衛生管理や利用者指導の運用の一貫
性にも課題が認められ、適切な介入が十分に機能して
いない可能性も考えられる。
　今後の国際的動向としては、韓国において2023年
の法改正により野生動物との触れ合いを伴う営業形態
が規制され、動物園等への再登録または営業終了が求
められるなど、規制強化が進められている。一方、日
本においては同様のリスクに基づく制度的枠組みは十
分に整備されていない状況にある。
　このため、単なる届出制ではなく許可制（ライセンス
制）を導入し、動物福祉および公衆衛生の観点から基準
を満たす施設のみが運営可能となる制度設計が必要で
あり、あわせて野生動物との直接接触の可否や対象種
の範囲について明確な基準を設けることが求められる。

犬・猫の不妊去勢手術の推進
＜JAWS不妊去勢手術助成事業＞
　今年度より、「いぬねこ不妊去勢手術推進キャンペー
ン」と「JAWSのら猫キャンペーン」を統合した新たな
事業として、「JAWS不妊去勢手術助成事業」を開始い
たしました。
　本事業では、当協会会員ならびに一般個人（非会員）
の方を対象に、飼い主のいない犬や猫の不妊去勢手術
費用の一部を助成しています。本部のほか、神奈川県、
栃木県、長野県、大阪府、兵庫県にお住まいの方につい
ては、最寄りの支部にて助成申請を行うことが可能です。
　対象となる手術期間は2025年４月１日から2026
年２月28日まで、申請受付期間は2025年４月１日か
ら2026年３月３日（必着）までとしています。助成頭
数は１人あたり年間５頭までですが、追加で５頭単位
ごとに3,000円の事務手数料をお支払いいただくこと
で、年間最大20頭まで助成を受けることができます。

第66回動物愛護の作文コンテスト
　半世紀以上に亘って継続されてきた作文コンテスト
は当年度で66回を数え、全国の小中学生から895編の
応募がありました。多数の力作、秀作を前に、苦労の
審査の結果、環境大臣賞は小学生の部では長谷川結恵
さん（神奈川県秦野市立南小学校６年）の「命の大切さ
を学んだ夏」が、中学生の部では弘松詩菜さん（愛媛県
愛媛大学教育学部附属中学校２年）の「ペットと飼い主

の幸せな最期のために」が選ばれました。日本動物福祉
協会一・二等賞の他にも特別賞の「昭和会館賞」「岡本和
真ハピアニ賞」「AWJ賞」を含めて、小・中学生各10名、
計20名が受賞しました。表彰式は11月16日に常陸宮
妃殿下御臨席の下、東京プリンスホテルで開催されま
した。受賞者には、賞状とともに常陸宮妃殿下から御
下賜品が授与され、皆さんからは表彰式に参加できて
大変嬉しく励みになったとのお声をいただきました。

Ⅱ広報・啓発活動  作文コンテスト／イベント等

　全国各地の皆様から申請をいただき、飼い主のいない
犬や猫の不妊・去勢手術費用の一部を助成することで、
不幸な動物を増やさないための活動を支援いたしました。

助成頭数
メス オス 合計猫 犬 猫 犬

本部会員 320 5 254 3 582
一般（非会員）   49 0   38 0   87

＜支部助成金＞
　各支部においても、不幸な犬や猫を１匹でも減らす
ため、不妊去勢手術費用の助成を実施し、不妊去勢手
術の普及に努めています。手術の総助成頭数の内訳は
以下の通りです。

メス オス
支部合計助成頭数 　939 　887
本部合計助成頭数 　374 　295

本部・支部合計助成頭数 1,313 1,182
合計 2,495

動物ID普及推進会議（AIPO：Animal 
ID Promotion Organization）　
　当協会は、動物ID普及推進会議の幹事として、（公社）
日本獣医師会と協力しマイクロチップ（電子標識器具）
の普及に尽力しています。2019年の動物愛護管理法改
正において、犬猫の販売業者に対しマイクロチップの
装着・登録が義務付けられることになり、2022年６月
に施行されました。小さなチップに登録された「名札」
の役割を担う個体番号は集中管理されていますから、
地震等の災害が発生した際には、大切なペットと飼い
主を素早く、確実に結び付けることが可能になるなど、
力を発揮します。当協会では所有する動物が譲渡され
る場合、必ず、チップを装着して送り出しています。
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岡本和真HAPPY ANIMALプロジェクト
＜作文コンテスト特別賞「岡本和真ハピアニ賞」＞
　「第66回 動物愛護の作文コンテスト」の特別賞とし
て、小学生の部 宜野湾市立普天間小学校６年 上里
にらいさん、中学生の部 南城市立大里中学校１年 加納
歌織さんが「岡本和真ハピアニ賞」を受賞しました。
　上里さんの作品「命の重さは平等だ」は、持病を抱え
ながら15歳まで生きた愛犬「コロ」との別れを通して、
動物を最期まで責任をもって飼う大切さを訴えた作品
です。
　加納さんの作品「家族になった尊い命」は、迷い犬「め
い」と家族の絆を描いた心温まる作品で、本人による
朗読は多くの人の心を打ちました。
　お二人には岡本和真選手のサイン入りバット等のハ
ピアニセットが贈られ、その他の入賞者にも岡本選手
からの記念品が贈られました。
----------------------------------------------------------------------------
　「岡本和真HAPPY ANIMALプロジェクト」を2021
年より取り組んでまいりましたが、2026年１月に岡
本和真選手の海外移籍が決定したことに伴い、読売巨
人軍の社会貢献プロジェクトの一環として実施してき
た本プロジェクトは、ここで一旦の区切りを迎えるこ
ととなりました。この５年間、岡本選手のお人柄と動
物への深い思いに力強く支えられ、動物たちだけでは
なく、子供たちや動物に関心のなかった方々にも私た
ちの活動を知っていただく機会を得ることができまし
た。岡本和真選手をはじめ、各関係者の皆様に心より
感謝申し上げます。

＜東京ドームコンコース内ブース出展＞
　本プロジェクトおよび当協会の活動をより多くの方
に知っていただくため、読売巨人軍のご厚意により、
５月５日、７月６日、８月２日の３日間、東京ドーム
のコンコースにてJAWSブースを出展し、３日間で約
550名の方にお立ち寄りいただき、大変ご好評をいた
だきました。ブースでは、ファンの皆様を対象にアン
ケートを実施したところ、「動物が好き」と回答された
方が約80〜90％にのぼり、活動内容を紹介した冊子
や募金箱に関心を寄せてくださる方も多く見受けられ
ました。しかし一方で、「動物福祉」という言葉につい
ての認知度を尋ねたアンケートでは、「知らない・聞
いたことはあるがよく知らない」が約60％という結果
でした。「動物福祉」への正しい理解が広がることは、
動物たちを守り、支えることに繋がりますので、改め
て今後の重要な課題であると感じました。

　アンケートにご協力いただいた方には、岡本選手の
サイン入りボールが当たるくじ引き特典をご用意し、
当選された方からは岡本選手への温かい応援メッセー
ジをいただきました。

＜支援金贈呈式＞
　2025年11月23日（日）に東京ドーム内で行われた
「ジャイアンツ・ファンフェスタ2025」において、各読
売巨人軍選手による社会貢献活動の報告として、支援
金贈呈式が行われました。マウンド上では、100万円の
支援金額が記されたボードが岡本選手ご本人から黒川
理事長に手渡され、日頃の感謝の気持ちと、今後のご
活躍への期待を込めて、力強い握手が交わされました。

動物愛護週間中央行事
　当年度の動物愛護週間中央行事は「人もどうぶつも
守る防災術」をテーマとして、屋内行事は９月23日
（火・祝）に東京国立博物館・平成館１階大講堂におい
て、ペットとの避難に係る講演やトークイベントが実
施されました。また、屋外行事は11月15日（土）に上
野恩賜公園（不忍池周辺）において動物感謝デーと同時
開催されました。当協会のブースでは、災害時にも使
用できる携帯用ミニライトや災害用同行避難袋／備蓄
チェックリストを配布いたしました。
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「JAWS REPORT」
　当年度は97号、98号と２回発行し、協会の動物福
祉活動全般に加え、訪日客からのクレームが多い動物
カフェや動物ふれあい施設の視察報告、また官公庁会
議への参画状況や政治家へのロビー活動を掲載しまし
た。レポートは会員の皆様をはじめ、自治体や獣医師
会、各種関係団体様などにお届けしました。

例についてご講演いただきました。
　２月に開催した生命尊重教育セミナーでは、「命の
大切さ」や「動物への尊重」を効果的に伝えるための知
識や教育手法についてご講義いただき、教育現場にお
ける実践的な学びを深める機会となりました。

【シェルター・メディスン・セミナー】
　今年度も、マース ジャパン リミテッド様のご支援
のもと、第４回および第５回の計２回のセミナーを、
日本獣医生命科学大学にて開催いたしました。
　第４回では、「シェルターでの収容能力」「頭数管理
の科学的知見」及び「大阪府動物愛護管理センターの
紹介および多頭飼育問題への対応等（自治体からの報
告）」を内容として実施いたしました。
　第５回では、「獣医災害学概論」「シェルターでのボ
ランティア活動」及び「令和６年能登半島地震における
被災ペット対応について（自治体からの報告）」を内容
として開催いたしました。
　いずれの回も、対面開催ならではの活発な意見交換
や交流が行われ、多くの参加者の皆様よりご好評をい
ただきました。

【動物災害対策研修会】
　日本では毎年のように、地震・水害・森林火災など
の自然災害が各地で発生しており、動物を含めた災害
対策の重要性が高まっています。こうした状況を踏ま
え、動物災害対応の中核を担う行政職員および獣医師
を対象とした研修会を開催いたしました。
　本研修会では、家庭動物の災害対策について環境省
職員の方にご講演いただいたほか、畜産動物の災害時
対応について農林水産省職員の方にもご登壇いただき
ました。
　また、災害対応の基礎となる「災害対策概論」および
「災害時のシェルターメディスン」については、日本獣
医生命科学大学特任教授の田中亜紀先生、「自治体が
行う災害時のペット対策」については新潟県の遠山潤
先生、「令和６年能登半島地震から学ぶ災害対策」につ
いてはNPO法人アナイス理事長の平井潤子先生、「日
本獣医師会危機管理室の取り組みと今後の課題」につ
いては帝京科学大学教授の佐伯潤先生にご講義いただ
きました。
　動物災害対応においては、関係官公署および関係機
関との連携が不可欠であり、本研修会は、平時からの多
機関連携の重要性を改めて確認する機会となりました。

２．学会における活動
　本部職員が学会に参画することを通じ、動物福祉学
及び法獣医学の発展に寄与いたしました。
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セミナー・研修会・講演・学会・取材等
１．セミナー・研修会
【JAWS動物福祉市民講座】
　今年度も、全10回にわたる「動物福祉市民講座」を
無料オンライン配信にて実施いたしました。本講座で
は、各分野の専門家を講師に迎え、動物福祉に関する
質の高い講義を提供しております。今年度は、社会的
関心が高まったクマ問題を踏まえ、野生動物の専門家
による講義を実施するなど、社会情勢や時流を反映し
た内容にも取り組みました。
　各講座は２週間の配信期間を設け、期間内であれば
いつでも繰り返し視聴できる形式とすることで、幅広
い方々に学びの機会を提供いたしました。
　また、昨年度に引き続き、全講座を受講された方を
対象に修了認定試験を実施いたしました。

【RSPCA（英国王立動物虐待防止協会）セミナー】
　今年度も、RSPCAより職員および講師を招聘し、
研修会ならびにセミナーを開催いたしました。11月
には、３日間にわたる「RSPCAインスペクター短期研
修会」を実施し、2025年２月には、２日間の「生命尊
重教育セミナー」を開催いたしました。
　インスペクター短期研修会では、現役のRSPCAイ
ンスペクターより、英国における動物問題への対応や
現場での課題について、具体的な事例を交えながらご
講義いただきました。また、日本獣医生命科学大学助
教の木原友子先生には、日本国内における動物虐待事
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【日本法獣医学会】
・シンポジウム及び研修会等開催（６月、９月、12月、２月）
・第５回学術集会開催（３月）

【日本動物福祉学会】
・動物福祉学に関する教科書作成の検討
・第５回シンポジウム開催（４月）

３．講演・出版物等
　本部職員がヤマザキ動物専門学校および日本獣医生
命科学大学において講義を行いました。
　また、長野支部にて「動物虐待について」をテーマと
した講演を実施いたしました。
　出版物関連では、旬報社出版『はじめての動物福祉』
の共同監修を行ったほか、冊子『うさぎの飼い方』を作
成いたしました。

４．取材
　今年度も、テレビ局・新聞社・雑誌社など各種メディ
アより多数の取材を受け、動物福祉に関する普及啓発
に協力いたしました。

５．�省庁及び各自治体における 
審議会・委員会等

　当協会動物担当理事が、農林水産省主催「WOAH
連絡協議会」、岐阜県「犬の咬傷事故防止に係る検討会
議」、神奈川県「強い攻撃性を示す個体等に対する動物
福祉の観点からの対応に係る検討会」の委員として参
加いたしました。
　本部職員は、環境省動物愛護部会臨時委員、農林水
産省「アニマルウェルフェアに関する意見交換会」の委
員を務めたほか、東京都、仙台市および柏市の動物関
連会議の委員として出席いたしました。また、川崎市
動物救援本部運営訓練に参加し、災害時における動物
救護体制の連携強化に努めました。
　さらに、当協会顧問が徳島県「動物愛護推進協議会」、
神戸市「人と猫の共生推進協議会」の委員として会議に
参加いたしました。
　そのほか、当協会会員が各地域自治体より動物愛護
推進員の委嘱を受け、地域における動物福祉の推進活
動に取り組みました。

６．現場視察調査等
　当協会では、動物虐待や不適切な飼養に関する情報
提供を受けた際、原則として情報提供者ご自身で通報
していただけるよう、適切な通報先をご案内していま

す。一方、日本語でのやり取りが困難な海外の方から
の相談については、当協会が仲介し対応を行いました。
　当年度は、海外の方から日本国内の動物に関する問
い合わせメールが約30件寄せられました。遠方で当
協会による現地確認が困難な案件については、管轄自
治体へ連絡し、対応を依頼しました。また、比較的近
隣の案件については、可能な範囲で当協会が現地視察
を実施したうえで、自治体へ情報提供を行いました。
　そのうち、当年度に実施した現地視察は、一般家庭
６件、動物カフェ６件、ペットショップ１件、都市公
園１件でした。一般家庭への視察案件の内訳は、犬に
関する案件が３件、カメが２件、オウムが１件でした。

７．学術ネットワーク
　動物に係る諸問題について、弁護士等の法律専門家
より的確な助言・意見をいただき、それらを踏まえな
がら業務遂行および問題対応に活用いたしました。

８．�自民党団体総局環境関係団体 
委員会・環境部

　当協会動物担当理事は、「予算・税制等に関する政
策懇談会」に出席し、以下の事項について要望を行い
ました。
・�動物虐待により有罪判決を受けた者に対し、当該動
物の飼養を制限または禁止する制度の整備を要望。
・�野生動物カフェについて、薬剤耐性菌を含む公衆衛
生上のリスクが確認されていることから、行政主導
による実態調査、ならびに飼養・取扱い基準の整備
および規制強化を要望。
・�特定外来生物問題の発生防止の観点から、ペットと
して飼養可能な野生動物種の制限等、入口規制の強
化を要望。特に霊長類については、原則禁止または
厳格な許可制の導入を求めました。

９．国会議員へのロビー活動
　上記要望事項に加え、緊急一時保護制度の必要性に
ついて国会議員へ陳情を行いました。
　また、農林水産省におけるアニマルウェルフェアに
関する科学諮問委員会（サイエンスコミッティ）の設置
についても要望を行い、最新の科学的知見および国際
的な動向を踏まえつつ、畜産動物のAW向上を一層推
進するため、科学的根拠に基づく政策形成体制の整備
を求めました。
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【常陸宮妃華子殿下のデザインカード】
　お陰様で、妃殿下がご翻訳された「しょうぼう犬ドッ
ト」は完売いたしました。
　なお、妃殿下お手製のデザインカードにつきまして
は、引き続きイベントやバザー等でお求めいただけま
す。ご来場の際には、ぜひお手に取っていただければ
幸いです。
　妃殿下のご厚意で、売上と印税は全て当協会へご寄
付いただいております。

【各種オリジナルグッズの販売等】
　定番のオリジナルロゴ入りTシャツでは、以前ご好
評いただいていたカラーのライトピンクが復活し、販
売しております。そのほか、可愛らしい犬と猫の日常
が描かれたイラストのグリーティングカードやロゴ入
りポロシャツ、ドーム型ビニール傘、ステンレスボト
ルなども引き続き大変ご好評をいただいております。
各種グッズは、当協会ホームページのほか、イベント
やバザーでご購入いただけます。

　2026年版JAWS動物カレンダーにつきましては、
毎年楽しみにしてくださっている飼い主の皆さまを中
心に、大切なペットのお写真をご応募いただき、動物
たちの笑顔あふれる賑やかなカレンダーが完成いたし
ました。販売にも多大なるご協力を賜り、心より御礼
申し上げます。今後も当協会を象徴する取り組みの一
つとして、継続して発行してまいりたいと考えており
ます。

会費・ご寄付の支払いが多様化されました
① 郵便局・コンビニ 従来の振込用紙で支払

② WEB決済 PC・スマホ・タブレット等
のWEB上でクレジットカー
ド・ATM・コンビニ・ネッ
トバングでの支払

③ 口座振替 会費及び定期的なご寄付を
口座振替にて支払

Ⅲ募金活動  ご支援に感謝

毎月のご寄付者（25／４～26／３）敬称略　五十音順

相川絵理子　石曽根泰久　小倉智恵子　黒木敬子　コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社　坂巻忠彦　砂沢トメ　
ダイドードリンコ株式会社　高橋杏奈　竹内靖子　西岡千秋　張替邦夫　武藤美和子　脇田昌実　ワタベミヅキ

寄付金
大口ご寄附者一覧表（敬称略）（25／4～26／3）	 単位：円

氏　　　名 金　　額
【故】細谷　雅子 20,441,943
【故】三木　洋子 6,320,615
公益社団法人 アニマル・ドネーション 1,739,188
バッカーズ・ファンデーション 1,000,000
岡本　和真　 1,000,000
川野　悦子 1,000,000
匿名 1,000,000
UK ONLINE GIVING FOUNDATION 895,874
株式会社アイ・ステーション（どうぶつでんき） 788,600
公益財団法人 日本いけばな芸術協会 700,000
中条商事株式会社 500,000
ロイヤルハウジング販売株式会社 440,873
ロイヤルリゾート株式会社 324,715
梅本　公代 320,000
土田　謙一（みどりとくまちゃん） 300,000
Mc Daid James Philip 300,000
田地　紫野 300,000
M.A 300,000

氏　　　名 金　　額
匿名 277,860
津　由利子 255,000
株式会社Dr.YUJIRO 209,900
渡辺　郁与 200,000
あさこ動物病院　 200,000
株式会社 山と渓谷社 176,400
木村　慎一 134,523
窪野　幸子 120,000
匿名 120,000
羽田野　宮子 120,000
寺田　淳子 100,000
小野　賀永子 100,000
折田　美佐枝 100,000
匿名 100,000
納村　道一 100,000
長谷川　彩 100,000
一般財団法人兵藤哲夫アニマル基金 100,000
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・当年度は、会費未納による自然退会や終身会員の活
性化対応に伴い、３月末の会員は1,817名と減少いた
しました。引き続き会員増強の努力をしてまいりま
すが、皆様におかれましても、身近に動物福祉に対
する理解者がいらっしゃいましたら、是非ともご入
会をお奨めください。宜しくお願いいたします。
　2025年度末（令和８年３月31日）の各会員数は下表
のとおりです。

※�ご住所を変更された方は、必ず、事務局へご一報くださいますよう、
お願いいたします。

定時社員総会
・2026年６月20日（土）に、2025年度定時社員総会
が東五反田の「オフィスサークルＮ五反田」におい
て、午後１時半から開催されました。今回は公益
法改正に伴う第１号議案「定款変更の件」が上程さ
れ、また第２号議案として「2025年度計算書類承
認の件」が、さらに第３号、４号議案として「理事、
監事選任の件」が上程され可決、承認されました。
続いて「2025年度事業報告」「2026年度事業計画」
「2026年度予算」が報告され、午後２時半に閉会し
ました。

Ⅳ会員募集活動  新会員の募集 Ⅴ事務局関係  定時社員総会の開催

法人会員 20社

終身会員 85名

維持会員 170名

賛助会員 １,519名

青少年会員 23名

合　計 １,817名

（内、個人会員）（１,797名）

税制優遇措置について
　公益社団法人日本動物福祉協会へのご寄付は、税制
優遇措置の対象となっています。所得税、個人住民税、
相続税について、それぞれに定められている条件を満
たすことで、優遇措置を受けられます。
　なお、優遇措置を受けるためには申告が必要です。

※�住民税における寄付金控除は、各都道府県および市
町村の条例で指定されている場合のみ適用されます
ので、お住まいの都道府県および市町村にお問い合
わせください。

※�詳しくは最寄りの税務署や税理士などにお問い合わ
せください。

税額控除（H23 改正追加） 所得税（従来型）

控除額
寄付金額−2,000円
※�対象となる寄付金額の上限は、
総所得金額の40％相当額

（寄付金額−2,000円） × 40％
※対象となる寄付金額の上限は、総所得金額の40％相当額
※控除税額の上限は、所得税額の25％相当額

〜個人住民税について〜

控除額
◯都道府県が条例指定　（寄付金額−2,000円） × ４％
◯市区町村が条例指定　（寄付金額−2,000円） × ６％
※重複指定であれば、　（寄付金額−2,000円） × 10％

〜相続税について〜

非課税措置
遺贈または相続財産の寄付は相続財産から除外（租税特別措置法70条）

※条件：寄付を受ける公益法人がその財産を２年以内に公益目的事業に使う事
（使わなかったり、公益認定が取り消された場合は改めて相続財産に加算）
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●現在５支部が活発に活動しています。
●姉妹団体である英国のAWJ（Animal Welfare 
Japan）もこのような各支部の活動に注目し、高く評
価すると同時に積極的な協力、支援を行っています。

Ⅵ各支部の活動報告  新しい飼い主探し／不妊手術助成活動等

長野支部
支部長 徳間壽美子

横浜支部
支部長 家入庄一郎

南大阪支部
支部長 河中さかえ

新東京支部
支部長 高柳信子

栃木支部
支部長 川﨑亜希子

JAWS支部JAWS支部
ネットワークネットワーク

●５つの支部はそれぞれの現場でそれぞれの固有の問
題、課題に向かいながら、飼育管理相談、新しい飼
い主探し、不妊・去勢手術の助成や多頭飼育崩壊問
題の解決に向け努力をしていますので、その様子を
ご報告いたします。
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栃木支部  Tochigi Branch

●自治体からの相談依頼
　高齢福祉や子ども支援の関係の所管課からご相談い
ただくことが増えてきました。
　圧倒的にご高齢の方の入院や施設入所、亡くなって
動物が取り残されたなどのご相談が多く、残された動
物の情報がない、でももう家に誰もいないので保護し
ないといけないなどの緊急性がある事案ばかりです。
　まだそれでもケアマネージャー様などからご連絡い
ただけることは幸いなケースで、動物だけ室内に取り
残されてもカギがないと入ることさえままなりませ
ん。さらには人も動物も気が付かないうちに…という
例も聞きます。
　若くても何があるか分かりません。他人事とは思わ
ずに動物の情報を共有し、いざとなった時に命が守ら
れるようにしておくことは家族としての責任だと強く
思っています。また、そういった一人一人の心がけに
加え、社会としての仕組みつくりも大切だと強く感じ
ています。

●多頭飼育問題
　毎年今年こそは「ない」ことを祈っている多頭飼育問
題ですが…
　今年も何件か関わることになりました。不衛生な環
境な上に、衰弱している猫が多数いる現場の内、１件
はどうぶつ弁護団様にお願いし、告発に至りました。
　さらに自身が管理できる能力以上に動物を集めてし
まう人は、また増やす傾向があるので、過去の現場も
継続的に様子を見るなどしてフォローアップを続けて
います。
　虐待で有罪になっても所有権放棄を拒む人も多く、
動物を返す必要があるのがジレンマです…緊急一時保
護制度と飼育禁止命令の法制化を強く望みます。
　今回は猫50匹以上という現場規模で、猫白血病や
猫エイズのキャリアの猫など状態の悪い子が多く、獣
医療費が高額になっており、会員も大変な思いをして
保護しています。活動を支えていただいている寄付者
の皆様には感謝しかありません。

●図書館での譲渡会
　毎年ご協力いただいていますが、県内の図書館で譲
渡会か開催されました。ここ数年、広報を担ってくだ
さっている地域自治体と図書館との協働での譲渡会開
催で、毎年恒例になりそうです。

●宇都宮市保健所　猫の日相談会
　宇都宮市保健所の依頼で、副支部長の佐藤朝子獣医
師が講演＆相談会を行いました。宇都宮市は先進的に
なりつつあり、喜ばしく思っています。

●飼い主のいない猫（地域猫）対策
　皆様のご支援のおかげで、不妊手術の助成金事業を
行っております。
　助成金事業のおかげで相談者自身が問題解決できた
例も増えてきています。市民活動のきっかけにもな
り、取り組みが広がることを願ってやみません。

●寄贈への感謝
　皆様からいただくご寄付や、フード、物品などのご
支援のひとつひとつに、ご自身の犬や猫への愛情が垣
間見え、ジーンとすることがたくさんあります…愛さ
れて幸せに暮らしたであろう犬や猫たち、ご家族の皆
様のお気持ちを思いながら、我々が保護する具合の悪
い子にありがたく使わせていただいております。本当
にありがとうございます。悲しいことが減りますよ
う、お力添えをお願いいたします。

①不妊・去勢手術助成金支給頭数（犬・猫合計＝118）

犬
オス　➡　0

猫
オス　➡　55

メス　➡　0 メス　➡　63
計   0 計 118

②犬・猫の新しい飼い主探し実績頭数（犬・猫合計＝44）

犬
オス　➡　1

猫
オス　➡　18

メス　➡　2 メス　➡　23
計   3 計   41

（支部長　川﨑亜希子）

多頭飼育崩壊現場にいた体調の悪い猫の様子

Before After
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新東京支部  Shin-Tokyo Branch

　新東京支部では、今期、栃木支部と連携し、多頭飼
育崩壊現場からレスキューされた仔猫の保護活動に注
力した。対象となった仔猫は生後約１か月前後の個体
も多く、健康状態が不良なケースが目立った。これら
の仔猫に対し、当支部の活動拠点であるヤマザキ動物
看護専門職短期大学および専門学校に併設された動物
病院およびグルーミングサロンにおいて、施設スタッ
フ、学生ボランティア、職員有志が連携し、休日も含
めた継続的なケアを実施した。その結果、全頭が無事
に成長し、譲渡可能な状態へと導くことができた。
　また、栃木支部で一時保護され、一定の成長段階に
達したものの譲渡先が未定であった個体についても当
支部で受け入れ、譲渡活動を推進した。保護後は必要
な医療処置を行い、ワクチン接種、避妊去勢手術、マ
イクロチップ装着を経て、適切な譲渡先の選定および
トライアルを実施した。結果として、すべての猫が良
好なマッチングのもと温かい家庭へ譲渡され、トライ
アル不成立による返還は一例もなかった。
　さらに、人との接触機会が多い環境により、猫たち
は良好な社会化が促進され、譲渡後の適応も円滑で
あった。譲渡先は主に学生や職員およびその関係者で
あり、継続的な近況報告が得られる体制も整っている。
　加えて、年明けには八王子市における高齢者による
小型犬22頭の多頭飼育崩壊事案に対応した。当支部
ではうち３頭を受け入れ、診察および検査の結果、潜
在精巣や肥満細胞腫が確認された個体に対して外科的
治療を実施した。特に肥満細胞腫については広範囲切
除を行い、完全切除および転移のないことを確認し、
治癒後に譲渡へとつなげた。
　当支部は、獣医師および愛玩動物看護師、グルーマー
が中核となり、動物病院を拠点とした迅速な医療対応
と適切な譲渡体制を強みとしており、今後も動物福祉
の向上に寄与していきたい。

①不妊・去勢手術助成金支給頭数（犬・猫合計＝０）

犬
オス　➡　0

猫
オス　➡　0

メス　➡　0 メス　➡　0
計   0 計   0

②犬・猫の新しい飼い主探し実績頭数（犬・猫合計＝15）

犬
オス　➡　1

猫
オス　➡　5

メス　➡　2 メス　➡　7
計   3 計 12

（支部長　高柳信子）

横浜支部  Yokohama Branch

　横浜支部からは、日常相談の主だった内容を報告い
たします。

【10月シニアのメス犬が欲しいと相談】】
　70歳手前のご夫婦で、
シニアの犬の里親になり
たいと相談があった。
・�お互いに子どもの頃か
ら犬との生活をしてい
たが、昨年12月に飼
い犬が17歳で死亡し
たので、自分たちの年
齢を考え不幸なシニア
犬の里親になりたい。
偶然にも10月に10歳のメス犬を受け入れていたの
で面接をした。子どものいない夫婦で年齢から考え
躊躇したが「この犬とあと10年一緒に楽しく暮らし
たい」と前向きな希望内容に安心し譲渡した。

【２月犬を保護した方からの相談】
　トイプードルと思われる犬を保護したがどうすれば
良いのかわからないので横浜支部で引き取って貰えな
いかと相談があった。
・�まずは警察と愛護センターに迷子犬の届出が出てい
ないか確認をすると共に、動物病院で保護した犬に
マイクロチップが入っていないか確認をするようア
ドバイスしたがその後なんの連絡もなかった。

【３月警察からの相談】
　高齢の兄弟で犬を飼っているが、兄が事件を起こし
一時勾留された。
　弟には障害があり自活不能のため、兄が生活全般の
面倒を見ている。今回は弟が一時的に施設のショート
ステイを利用することになったが、その間犬をみてく
れる人が居ない。ペットホテルや動物病院に預かりの
相談をしたがどこも受け入れて貰えず困っている。警
察では面倒をみることが出来ない。そのため以前から
兵藤先生に相談にのってもらっていたので今回も助け
て欲しいと相談があった。
・�飼い主が所有権を手放し、新たな家族を探すのであ
れば当協会横浜支部で受け入れをする事は可能と伝

栃木からレスキュー
された生後１か月の
子猫たち

八王子からレスキュー
された３頭の小型犬
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えたが、飼い主は犬を手放すつもりはなく、兄の勾
留が終了するまでの間だけの預かり希望のため、病
院がペットホテル利用として預かることにした。勾
留が長引き出所が難しくなった場合は所有権を手放
し里子に出すことを考えるという条件で預かった。
　�２週間後無事勾留期間が終了し兄と警察の方で犬を
迎えに来た。

【老人ホームの職員や身元保証会社の方等からの相談】
　独居で身寄りのない方が飼っている動物の将来につ
いて、どうしたら良いか、またどのような選択肢があ
るかという相談も多く受けています。選択肢としては、
１、新たな飼い主を見つける。
２、�老猫ホームを希望されていれば、終生飼養してく
れる施設を利用する。その場合は一時金としてあ
る程度の飼育管理費が必要になる。

３、�里子として新たな飼い主を探してくれる保護団体
等に委ねる、があり

　２、３の場合は動物の飼い主が元気な時点で動物の
所有権放棄の書類を作成しておいた方が良いと思う、
と回答しています。

【こんな相談もありました】
　2020年の事ですが孤
独死事件の立ち合いで訪
問した家に猫がいた。身
内を探している間遺失物
として署内で世話をして
いたが、身内も身寄りも
見つからなかったので区
生活衛生課に相談したと
ころ横浜支部を紹介され
た。
・�担当の警察署員が連れてきた猫は推定10歳位の三
毛猫だったが受け入れることとしたので、譲渡申請
書の所有権放棄の欄は担当署員の名前を記入しても
らった。横浜支部で保護３ヵ月後に新しく里親が見
つかり現在も幸せに暮らしている。

①不妊・去勢手術助成金支給頭数（犬・猫合計＝４）

犬
オス　➡　0

猫
オス　➡　2

メス　➡　1 メス　➡　1
計   1 計   3

②犬・猫の新しい飼い主探し実績頭数（犬・猫合計＝５）

犬
オス　➡　1

猫
オス　➡　1

メス　➡　3 メス　➡　0
計   4 計   1

（支部長　家入庄一郎）

長野支部  Nagano Branch

　近年、長野県では動物福祉と人の福祉の深い結びつ
きが、より現実的な課題として浮かび上がっています。
高齢化が進む中で、猫を飼っていた方や地域で餌やり
をしていた方が施設へ入所したり、ご逝去されたりす
ることで、行き場を失った猫たちが取り残されるケー
スが後を絶ちません。相続された方が協力的であれば
いいのですが、猫たちが負の遺産のような扱いをされ
ることもあり心が痛みます。
　実際に、ひとり暮らしの高齢者が施設に入所された
後、猫たちが家の中に閉じ込められていた現場があり
ました。近隣住民の通報により保健所と警察が立ち入
り、多くの猫が飢えた状態で発見されました。給餌に
より体調回復を図った後、不妊手術をし、可能な限り
里親を探しましたが、譲渡に至らなかった猫について
は、ボランティアが継続的に世話をしています。この
ような現場は１、２頭でなく、10頭や20頭に及ぶこ
とも珍しくありません。こうした事態を未然に防ぐた
めにも、福祉と連携や、飼えなくなった時のことも話
し合っておくことが大切です。
　東信地区の佐久市では、福祉部署との連携を進め、
支援が必要な方の生活把握の中で、動物にも目を向け
る取り組みが始まっています。人の支援と動物の課題
は切り離せないものであり、早い段階で関わること
で、孤立や多頭化の防止につながります。すでに市役
所・保健所・ボランティアの連携は取れつつあります
が、今後さらに情報共有や連携の強化が求められてい
ます。
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　それぞれの現場には多様な事情があり、一律の対応
はできません。ボランティアは複数の現場を抱えなが
らも命に向き合い、支え合いの大切さを実感していま
す。また、地域住民の理解と協力があってこそ、継続
的な活動が成り立っていることも強く感じています。
人と動物が共に穏やかに暮らしていける地域を目指
し、今後も関係機関や地域の皆さま、支えてくださる
方々と力を合わせながら、取り組みを重ねていきたい
と考えています。

①不妊・去勢手術助成金支給頭数（犬・猫合計＝700）

犬
オス　➡　0

猫
オス　➡　347

メス　➡　0 メス　➡　353
計   0 計   700

②犬・猫の新しい飼い主探し実績頭数（犬・猫合計＝185）

犬
オス　➡　41

猫
オス　➡　45

メス　➡　53 メス　➡　46
計   94 計   91

� （支部長　徳間壽美子）

南大阪支部  Minami-Osaka Branch

　何だかあっという間に１年が過ぎました。支部内で
もさまざまな課題や意見の相違があり、活動の難しさ
を改めて感じる一年となりました。
　また、会員の方々や面識のない方から、多くの相談
を受けました。できる限り力になりたいと思う一方
で、どこまで関わるべきか、その距離感の難しさを日々
感じています。
　例えば、多頭飼育問題では、周囲が問題に気付いて
いても、飼い主に自覚がなければ改善につながりませ
ん。行政からの助言や指導に対して強い拒否反応を示
されることもあり、対応の難しさを痛感しています。
　そのような中、ボランティアの方々は、「まず動物
たちを救いたい」という思いから、不妊手術費用の負
担、里親探し、さらにはフードやペットシーツ、猫砂
などの支援まで行っています。しかし、本来であれば
飼い主自身が負うべき責任まで、ボランティアが担わ
ざるを得ない現状には複雑な思いがあります。無責任
な飼養に対して、何らかの社会的責任を負わせる仕組
みが必要ではないかと感じる場面もありました。
　支部へ寄せられる相談の８割以上は、堺市在住の方
からのものです。以前から感じていたことではありま
すが、堺市の動物愛護管理行政の対応には、依然とし
て多くの課題があると感じています。現在、里親募集
を行っている猫の多くも、堺市で保護された猫です。
　また、私の住む地域は大阪市中心部に近く、道頓堀
や難波に隣接する繁華街です。繁華街の裏路地で暮ら
す猫たちの環境は非常に厳しく、飲食店が多いため、
地面に直接置かれた餌を食べざるを得ない状況があり
ます。また、人通りも多く、外階段からの落下や人に
よる危害などにより、脚を引きずっている猫も少なく

①不妊・去勢手術助成金支給頭数（犬・猫合計＝1,004）

犬
オス　➡　  30

猫
オス　➡　453

メス　➡　  92 メス　➡　429
計   122 計   882

②犬・猫の新しい飼い主探し実績頭数（犬・猫合計＝295）

犬
オス　➡　  40

猫
オス　➡　  71

メス　➡　128 メス　➡　  56
計   168 計   127

� （支部長　河中さかえ）

ありません。
　できる限り保護活動を行っていますが、人に慣れず、
譲渡が難しい猫も多く、苦慮しています。それでも、
１匹でも多くの命を救い、安心して生涯を過ごせる環
境につなげたいという思いで、今日も譲渡募集や面談、
搬送活動を続けています。
　最後に、2025年４月の保護事例をご報告いたします。
　大阪府堺市にて、「空き地から仔猫の声がする」との連
絡を受け、現地を確認したところ、近隣で餌をもらって
いた猫が４匹の仔猫を出産していたことが判明しました。
　母猫・仔猫ともに無事保護することができ、離乳ま
では一緒に生活した後、母猫には避妊手術を実施しま
した。その後、これまで餌を与えていたご家庭で正式
に飼養していただけることとなりました。
　仔猫たちはボランティア宅で順調に成長し、２匹ず
つ新しいご家庭へ譲渡されました。
　なお、母猫は保護当初から左耳の一部が欠損してお
り、避妊手術の際に動物病院で診察を受けましたが、
原因は特定できませんでした。

堺市で生まれた４匹の仔猫

難波の片耳猫

母猫と４匹の仔猫を一緒に保護した後
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Ⅶ財務状況  令和７年（2025年度）　年次報告書

単位：千円
１．財産の状況 令和7年度 令和6年度
現預金 30,903 24,119
貯蔵品 2,585 2,416
その他流動資産 4,271 189
固定資産 233,054 232,512
　内特定資産 218,422 216,645
　内その他 14,631 15,867
資産合計 270,813 259,236
負債合計 16,873 15,094
正味財産 253,940 244,142

単位：千円
２．収支の状況 令和7年度 令和6年度
前期繰越額 244,142 240,846
会費収入 37,541 36,388
寄付金収入 52,620 53,674
募金収入 4,422 4,432
その他収入 9,251 10,206
当期収入合計 103,834 104,700
事業費 66,409 67,983
　一般経費 29,426 29,463
　事業経費 36,983 38,520
管理費 18,677 24,379
募金等関連経費 8,951 9,042
当期支出合計 94,037 101,404
当期収支 9,797 3,296
次期繰越額 253,940 244,142

３．令和８年度予算� 単位：千円
前期繰越額 253,940
会費収入 37,900
寄付金収入 53,500
募金収入 4,500
その他収入 8,700
当期収入合計 104,600
動物福祉事業費 100,500
　一般経費 32,500
　事業経費 68,000
管理費 20,300
募金等関連経費 10,100
当期支出合計 130,900
当期収支 -26,300
次期繰越額 227,640

・当年度の正味財産は979万円増加し、２億5,394万
円となりました。
・現預金は678万円増加しました。
・特定資産のうち１億5,215万円は指定正味財産（特
定有価証券）、2,500万円が動物救護基金、3,000
万円が捨て犬・捨て猫防止基金です。
・特定資産の動物関係基金および指定正味財産は、令
和８年度（2026年度）以降の動物福祉事業増強のた
めに使用する計画になっています。

・当期収入全体では86万円減収となりました。
・うち会費収入は前年度比115万円増加しました。
・また寄付金収入（一般寄付、特定寄付合計）は、105
万円の減少となりました。
・当期支出全体では、736万円減少しました。
・事業費は、動物救護費が41万円増加、いぬねこ不
妊去勢・手術助成金は239万円減少、広報啓発費に
ついても44万円増加しました。
　当期収支は979万円の黒字となり、次期繰越額は
２億5,394万円となりました。

・令和８年度（2026年度）予算は、寄付金収入の増大
に努めるとともに前年度同様に動物救護／不妊・去
勢手術助成及び各種セミナー開催や作文コンテスト
など広報啓発等の動物福祉事業の諸施策拡充に注力
し2,630万円の赤字を予想しています。
・引き続き事業基盤の強化・拡大のため、会員増強や
寄付収入の増加を図るとともに、動物福祉事業の強
化を図って参ります。
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ひとつでも多くの命を救うために。

〜すべての生きものに尊厳を〜　アルバート・シュヴァイツァー

公益社団法人 日本動物福祉協会 〒141−0022　東京都品川区東五反田5−21−15　メタリオンOSビル２階
電話：03−6455−7733　FAX：03−6455−7730
ＨＰ：https://www.jaws.or.jp

協会ホームページ

　JAWSの動物福祉活動を、より多くの方々に理
解し応援していただき、日本を「更に命あるものを
いつくしむ思いやりある国にしたい」そんな願いを
込めて、日々の努力を重ねています。

　私たちの活動にご賛同いただける方たちを、サ
ポーターとしてお迎えし、動物福祉事業の輪を拡
げ、ひとつでも多くの命を救っていきたいと考え
ています。

◦�私たちの活動資金はすべて、会員の方からの会費と、一般の
　方からのご寄付によってまかなわれております。

☎ 03−6455−7733
ＦＡＸ 03−6455−7730

お申し込み・お問い合わせは
電話／FAXでお願い致します。

当協会ではサポーターを募集中です。

〜協会の主な活動〜
◎動物関連の法改正などの周知に努めています。
　令和３年６月に施行となった「改正動物愛護管理
法」を広く皆様に知っていただくと共に、まだ残され
ている課題の解決のために、関連法の整備を目指し
ています。
◎緊急災害時の動物救援活動を行っています。
　噴火や地震、津波などの大規模災害の際に、被災
した動物たちの救援活動を国、地方自治体、その他
の関連団体と協力して実施しています。
◎不妊・去勢手術の普及を推進しています。
　不幸な捨て犬・捨て猫を増やさない根本的な対策
は不妊・去勢手術です。各支部とも協力して、手術
費を助成する事業や、猫の捕獲器の貸し出しを行っ
ています。
◎正しい飼育管理への改善指導をしています。
　怠慢であれ、故意であれ、劣悪な飼育環境は虐待にな
ります。一般家庭はもちろん、動物取扱業や動物園、動物
収容施設などの実態を調査し、改善を要望しています。

◎新しい飼い主探しのお手伝いをしています。
　飼い主に手放された動物たちに、愛情と正しい知識
を持って迎えてくれる、温かな家庭を見つける努力を
続けています。
◎動物闘争の全面禁止を目指しています。
　娯楽のために動物を闘わせるのは凄惨な虐待です。
こうした行為の全国的な禁止に向けて活動しています。
◎研修・セミナー・シンポジウムなどを開催しています。
　内外の専門家によるセミナーや講演会、他団体と共
催するシンポジウムなどを通して、動物福祉の理解と
知識向上に努めています。
◎「動物愛護の作文コンテスト」を毎年実施しています。
　全国の小・中学生を対象に、作文コンテストを60年
超にわたり実施しています。表彰式には、名誉総裁常
陸宮妃殿下がご臨席されます。
◎他の動物愛護団体とも協働しています。
　「動物愛護週間中央行事実行委員会」「動物との共生
を考える連絡会」「動物ID普及推進会議」等のメンバー
として、他団体と共に積極的に活動しています。
◎電話相談をお受けしています。
　一般の方々からの、動物に対する
様々な電話相談に対応しています。生きるべき命を守るお力添えを、生きるべき命を守るお力添えを、

私たちはお待ちしています。私たちはお待ちしています。

たくさんたくさん
ハッピーフェイスがハッピーフェイスが
増えますように！増えますように！

20252025
Happy Face of the YearHappy Face of the Year


